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初
盆
は
、
希
望
す
る
方
の

み
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

－ 

希
望
す
る
方 

－

  

七・
月・
中・
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

・
遠・
方・
の・
方・
は
秋
の
彼
岸
ま
で
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
。

　

・
取
り
に
来
る
の
が
む・
ず・
か・
し・
い・
方・

　
　

境
内
の
供
養
塔
に
供
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

・
今
年
初
盆
を
迎
え
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

【
お
施
餓
鬼
塔
婆
の
お
渡
し
に
つ
い
て
】

初
盆
の
ご
案
内

施
餓
鬼
会
の
ご
案
内

せ

が

き

え

大
般
若
法
要
の
ご
案
内

だ
い

は
ん

に
ゃ

　

お・
札・
は・
、
十
一
月
八
日
か
ら
十
二
月

末
日
ま
で
に
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
大
般
若
の
お
申
込
み
は
、
例

年
同
様
七
月
に
送
付
す
る
振
り
込
み

用
紙
に
、
大
般
若
希
望
の
有
無
を
記
入

し
て
頂
き
、
護
持
会
費
と
一
緒
に
送
金

し
て
下
さ
い
。

八
月
五
日
（
土
）
午
　
前

   

十
時 

密
厳
流
遍
照
講
師
範
に
よ
る
御
詠
歌

   

十
時
二
十
分 

総
本
山
特
派
布
教
師
に
よ
る
法
話

   

十
一
時 

施
餓
鬼
法
要

　
十
二
時 

塔
婆
配
布

十
一
月
八
日
（
水
）
午
　
前

  

十
時
か
ら
余
興

  

十
一
時
か
ら
大
般
若
法
要

  

十
二
時
お
札
配
布

お仏壇の前に飾る場合の一例

※
施
餓
鬼
塔
婆
は
、
お
盆
中
は
仏
壇

（
盆
棚
）
に
安
置
し
て
い
た
だ
き

送
り
盆
に
お
墓
（
供
養
塔
）
に
お

納
め
く
だ
さ
い
。

 【
連
絡
先
】 

　
〇
二
八
ー
六
六
五
ー
〇
五
四
五

（
光
明
寺
）

※
通
常
通
り
行
う
予
定
で
す

※
本
年
は
通
常
通
り
行
う
予
定
で
す

①お位牌
②ろうそく立て
③花立て
④季節の果物
⑤香炉
⑥キュウリの馬・
　ナスの牛

⑦閼伽水（あかみず）
⑧水の子
⑨経本
⑩打ち鳴らし
⑪真菰（まこも）

－ 

塔
婆
の
引
き
取
り
時
間 

－

　 

午
前
六
時
三
十
分 

～ 

午
後
六
時
ま
で

八
月
五
日
施
餓
鬼
会  

～  

お
盆
ま
で
。
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令和四年度光明寺護持会収支報告書

左記の通りご報告致します。　   

　　　護持会会長　　　藤村　眞琴  ㊞

　　　会　　　計　　　別井　　実  ㊞

　　　会　　　計　　　藤村　真行  ㊞

左記決算書を監査したところ、諸帳簿、決算書
証ひょう書類等符合し違算ないことを証します。

　　　会 計 監 査　　　川久保敏男  ㊞

令和 5年 5月31日

　　　

　　　

　　　

令和 5年 6月15日

2022/04/01 から 2023/03/31
※現金にて出納しました。
※右記残金相違なく保管しております。  1,105,575円
※確認書類（出納簿　領収書綴り）。

科 目
繰 越 金
会 費
宗 派 課 金
保 険 料
分 担 金
特別会計へ
慶 弔 費
通信印刷費
諸 会 費
教 化 費
営 繕 費

計

収 入
951,748
4,401,000

5,352,748

支 出

598,680
611,604
96,687

1，000，000
0

513,386
138,000
433,463
855,353
4,247,173

単位　円

残金1,105,575円は次年度に繰り越します。

真
言
宗
の
教
え
（
№
7
）

密み
つ

厳ご
ん

浄じ
ょ
う

土ど

  

～ 

亡
き
人
は
何
処
へ 

～

　

大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家

康
」
で
、
松
本
潤
さ
ん
演
じ
る
家

康
が
何
度
も
唱
え
た
「
厭お

ん
り離
穢え

ど土

　

欣ご
ん
ぐ求
浄じ

ょ
う
ど土
」
は
、「
穢け

が

れ
た
現

世
を
逃
れ　

清
ら
か
な
仏
の
国

（
浄
土
）
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
望

む
」
と
い
う
、
仏
教
の
教
え
を

説
い
た
も
の
で
す
。

　

真
言
宗
の
浄
土
は
密
厳
浄
土

と
言
い
ま
す
。
密
厳
浄
土
と
は
ど

ん
な
世
界
で
し
ょ
う
？
お
寺
の

本
堂
や
仏
壇
が
、
そ
れ
に
相
当

し
ま
す
。
き
ら
び
や
か
で
、
う

る
わ
し
く
、
心
地
よ
い
声
、
か

ぐ
わ
し
い
香
り
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
き
れ
い
な
ハ
ス
の
花
が

咲
き
誇
る
中
で
、
ホ
ト
ケ
さ
ま

（
大
日
如
来
）
が
い
つ
も
心
を
安

ら
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

家
康
が
生
き
た
戦
国
時
代
は

ま
さ
に
穢
土
。
人
々
は
戦
や
略
奪

の
恐
怖
に
お
び
え
、
戦
場
は
も

ち
ろ
ん
、
道
端
に
も
髑し

ゃ
れ
こ
う
べ髏
が
打

ち
捨
て
ら
れ
た
時
代
で
あ
り
ま

し
た
。
絶
望
の
日
々
の
中
、
人
々

に
と
っ
て
浄
土
が
あ
る
こ
と
が

ど
れ
だ
け
救
い
に
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
家
康
も
、

戦
乱
を
終
わ
ら
せ
て
平
和
な
世

の
中
を
つ
く
る
と
い
う
願
い
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

我
々
の
先
祖
も
数
々
の
苦
難

を
乗
り
越
え
、
命
を
繋
い
で
く

れ
ま
し
た
。

　

お
盆
は
、
そ
ん
な
先
祖
が
浄

土
か
ら
来
る
日
で
す
ね
。
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坂東三十三観音巡礼（第一回）　 -- 西明寺にて --　　

　

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
五
月
十
九
日

（
金
）
に
日
帰
り
で
県
内
四
カ

寺
を
お
参
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
八
時
出
発
の
予
定
で
し

た
が
参
加
者
の
気
合
い
で
早
め

に
出
発
、
ベ
テ
ラ
ン
運
転
手
の

お
か
げ
で
い
ろ
は
坂
も
す
い
す

い
登
り
十
八
番
中
禅
寺
へ
到

着
、
中
禅
寺
湖
は
少
し
白
波
が

立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
男
体
山

の
雄
姿
も
望
め
（
天
気
予
報
は

午
後
か
ら
雨
と
の
事
）、
僧
侶

の
案
内
も
楽
し
く
わ
か
り
や
す

く
、
さ
す
が
坂
東
札
所
と
い
う

感
じ
で
し
た
。

　

第
一
い
ろ
は
坂
を
下
り
十
九

番
大
谷
寺
へ
、
こ
ち
ら
も
ご
住

職
が
付
き
添
っ
て
親
切
に
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
東
北
道
に

乗
り
、
鹿
沼
イ
ン
タ
ー
か
ら
一

つ
先
の
栃
木
イ
ン
タ
ー
へ
、
一

般
道
は
石
灰
を
運
ぶ
ダ
ン
プ
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
門
前
の

出
流
そ
ば
で
昼
食
後
、
土
砂
降

り
の
雨
に
な
り
足
元
を
気
に
し

な
が
ら
十
七
番
満
願
寺
を
お
参

り
し
、
栃
木
イ
ン
タ
ー
か
ら
真

岡
イ
ン
タ
ー
ま
で
高
速
に
乗
り

二
十
番
西
明
寺
へ
、
こ
こ
も
特

別
拝
観
さ
せ
て
も
ら
い
閻
魔
大

王
に
奥
様
が
い
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
帰
路
は
道
の

駅
「
芳
賀
」
に
寄
り
光
明
寺
到

着
ピ
ッ
タ
リ
十
七
時
で
し
た
。

　

ご
参
加
の
皆
様
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
次
回
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

住
職
記

坂
東
三
十
三
観
音
巡
礼
（
第
一
回
）
報
告
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http://www.nozawatera.com/

三
年
ぶ
り
に
坂
東
霊
場
に
行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
予
想
を
上
回

る
二
十
一
名
の
参
加
、
皆
さ
ん
白
装
束
に
身
を
包
み
、
お
経
・
ご
詠

歌
を
唱
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
団
参
は
一
人
で
の
お
参
り
と
違
い
、

あ
り
が
た
さ
が
倍
増
で
し
た
。
第
二
回
は
十
月
二
十
六
日
（
木
）
午

前
六
時
出
発
で
埼
玉
・
群
馬
方
面
で
す
。

今
年
の
お
施
餓
鬼
（
八
月
五
日
）、
大
般
若
（
十
一
月
八
日
）
通
常

通
り
行
い
ま
す
。

今
年
も
棚
経
（
初
盆
の
お
宅
に
お
伺
い
し
て
お
経
を
あ
げ
る
）
は
御

希
望
の
方
の
み
と
し
ま
す
。

総
本
山
智
積
院
（
京
都
）
で
寺
庭
と
共
に
護
持
功
労
章
（
住
職
三
十

年
）
を
受
章
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

住
職
記

編 

集 

後 

記

◎◎◎◎

護持功労章授章式の様子

行 程 表

◆   坂東三十三観音巡礼（第２回）のご案内 ◆

10 月 26 日（木）光明寺、午前６時出発

■ 　 参　加　費　　  11,500 円（バス代、昼食代）　
■ 参拝に必要なもの　輪袈裟、念珠、経本、詠歌法具
■ 申し込み締め切り　10 月 5 日（木）までに、会費を添えて申し込みください。 

※百観音とは秩父三十四観音、坂東三十三観音、西国三十三観音をいいます。

東北道・北関東道　　菖蒲 PA　　十一番安楽寺　　十番岩殿寺　　
九番慈光寺　　関越道　　昼食（水沢亭）　　十六番水沢寺　　十五番長谷寺
　　北関東道　　強戸 PA　　東北道　　光明寺（午後 5 時 30 分到着予定）

（順番等変更になることがあります）

（講員の方）

※ 定員になり次第締め切ります

《檀信徒の皆様と坂東三十三観音を巡るバスツアー（第２回）》のご案内。
巡礼によって皆様の心豊かな人生を歩まれる一助となりますよう、
皆様のご参加をお待ちしております。

※ 参加人数により多少前後致します


